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研究成果の概要（和文）：  プロトタイプのブレンド型授業の最適設計書作成支援システムを改善して，授業の型，授
業形態，提示するメディアを増加させ，授業形態ごとに授業計画や授業展開例を増加させて，システムの充実を計った
．
　クリッカーを利用して授業への参加意識を高めるブレンド型授業，プログラミングのブレンド型授業，毎回演習用紙
を配付して，その問題を正解するまで解いて再提出を繰り返す演習中心のブレンド型授業，商品紹介スライドを作成す
る授業などを設計し，それらの効果を測定した．これらを通して，メディアの詳しい利用方法と効果を明確化し，評価
方法を研究し，学習効果を分析して，研究課題を進展させた．

研究成果の概要（英文）： We improved the prototype system for supporting to make the most suitable 
specifications of blended learning. We increased the number of the class types, the number of lesson 
forms, and the number of media. We increased examples of a class plan and a class development. We 
improved the system.
 Blended class raising awareness for participation in class using a clicker, blended class of the 
programming, blended class that students were distribute practice paper every time, solve the problem 
until students answer it correctly and repeat a resubmission, class to make slide to introduce a product, 
etc. were designed. Those effects were measured after practice. Through these, we clarified detailed 
usage and effect of the media. We studied the evaluation method and analyzed learning effect. We let a 
research theme progress.

研究分野：教育工学，教育システム情報学
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１．研究開始当初の背景 
ブレンド型授業(ブレンディッドラーニン
グ)とは，集合学習と各種 e ラーニングを組
み合わせた学習形態であり，非同期型の個別
学習と同期型の集合学習のそれぞれの短所
を補って展開する学習である．最適な授業を
設計するために，メディアを適切に選択して，
それらを適切に融合し，適切に利用する必要
がある．つまり教師の一斉指導，学習者同士
が話し合うグループ学習，WBT を活用した個
別学習，テレビ会議による遠隔地の学習者と
の共同学習などを効果的に組み合わせるこ
とによって，学習者の理解度を高める学習方
法である．教師による学習支援が適宜得られ
るという点で学習意欲の継続が図られ，e ラ
ーニングを利用することによって，学習者の
都合の良いときに学びたいだけ何回でも学
習できて，学習効果が大きく，効率的で魅力
的な学習方法である． 
 現在，本研究代表者は図１に示すような
「もの作りと評価活動を取り入れた問題解
決力を育てる大学教育」を設計し，担当する
授業で実践して効果を上げている．その中心
は，学習内容の理解を定着させ，深めるブレ
ンド型授業である．学生間および学生と教員
の間で，相互作用が生じるようにして、問題
解決力が育つように授業設計することが重
要である．そのために eラーニングの利用方
法，およびブレンド型授業の効果的な実施方
法を研究している．その設計したブレンド型
授業を展開して，学習効果が高まることを明
らかにした． 

図 1 問題解決力を育てる大学教育の概念図 
 
e ラーニング，メディア，講義を適切に関
連づけ，利用方法を工夫して，授業を適切に
展開することによって，教育効果のある授業
にすることができる．①学習内容の型，②情
報共有の方法，③学習者の特性，④必要な人
材，⑤所要期間，⑥学習コンテンツの適切さ，
⑦利用可能な技術，などを考慮して，それぞ
れの授業の特徴に適合するように適切なメ
ディアを選択し，適切な利用方法を検討して，
実践する必要がある．科学研究費を頂いたお
陰で，最近 10 年間，ブレンディッドラーニ
ングに関する研究を精力的に行うことがで
きて，研究業績に示すように多くの研究成果

をあげることができた．その結果，日本にお
ける研究成果を取り入れた，日本で出版され
る最初のブレンディッドラーニングの解説
書を編集し出版できた(宮地功編著：eラーニ
ングからブレンディッドラーニングへ, 2009, 
共立出版)． 
また，この３年間の研究成果の１つとして，
ブレンド型授業の設計書作成支援システム
のプロトタイプが開発できた．このシステム
は，図２の中央に示すような 5つの機能から
構成されており，図の矢線が示す流れでブレ
ンド型授業を設計し，授業展開を作成できる．
その流れを説明すると，いくつかの質問に答
えると，授業の型が決まり，それに属する授
業形態の中から１つを決める．その授業形態
に利用されるメディアが示されるので，その
中から利用するメディアを選ぶ．選んだメデ
ィアを列にして既定の利用方法を記入した
授業計画が表示されるので，利用方法と設計
例を参考にして，15 回分の授業計画を設計す
る．続いて,1回の詳細な授業展開を設計する． 
 このシステムを試験的に使ってもらって，
授業形態の個数がまだ不十分であり，提示す
るメディア候補を充分に列挙できていない
ことがわかったので，本研究課題において授
業形態を充分にそろえ，各授業形態に最適な
メディアを提示できるように研究し，解決ま
た，授業計画や授業展開例もまだ不十分であ
るので，国内外の事例を収集して，掲載でき
るようにする必要がある． 

図２ ブレンド型授業の設計書作成支援シ
ステムの構成図 
 
２．研究の目的 
多くの科目について，問題解決力が育成で
きるように個別学習や相互作用ができるブ
レンド型授業の設計について研究し，実践し
て，問題解決力を育てるブレンド型授業の展
開方法を確立する．先に挙げた書籍でも 5種
の学校と企業を対象に多くの事例について
解説している．効果の上がっている国内外の
事例を更に調査して，それぞれの授業の特徴
や授業タイプ別に効果的なメディアのブレ
ンドの仕方を明らかにする． 
授業形態ごとに設計例を示して，それを参
考にして，最適なメディアの選択を促進させ，
その適切な利用方法を選んで，最適なブレン
ド型授業の設計書が作成できるように，既に
開発したブレンド型授業の設計書作成支援



システムのプロトタイプを改良し，完成する．
完成後，このシステムを Web 上で公開して，
だれでも授業の特徴に適合するブレンド型
授業を設計し，適切に授業展開できるように
普及を計る． 
 
３．研究の方法 
本研究課題では，授業の内容の理解だけで
なく，授業で行う活動を通して，問題解決力
を育てるブレンド型授業を設計できること
を目標にしている．次の(1)～(5)の研究テー
マを相互に関連させて，ブレンド型授業を最
適に展開する方法を研究する． 
(1)学習種類別・授業形式別のメディアの利
用方法と効果の明確化 
(2)ブレンド型授業の評価方法の研究 
(3)ブレンド型授業の設計と実践 
(4)ブレンド型授業の調査と分析 
(5)ブレンド型授業の最適設計書作成支援シ
ステムの改良 
研究期間の前半において，既に開発したブ
レンド型授業の設計書作成支援システムの
プロトタイプを改良して，高等教育機関のた
めにブレンド型授業の設計書と授業展開の
作成を支援するシステムを開発する．Web 上
に公開してシステムを利用してもらい，評価
してもらい，その評価に基づいてシステムを
改良する． 
研究期間の後半において，Web 上に公開し
て，誰でも高等教育機関の授業の特徴に適合
するブレンド型授業を設計し，適切な授業展
開を作成できるように支援する．最終的には，
授業の高度化や学生の理解度を高める学習
ができるブレンド型授業を支援できるよう
にする． 
 
(1)学習種類別・授業形式別のメディアの利
用方法と効果の明確化 (宮地功，吉田幸二) 
 メディアとして，教科書，講義スライド，
演習問題，講義整理ノート，評価シート，報
告書枠組み，作品見本，小テスト，講義計画
書，e ラーニング(講義スライド，演習問題
(WBT)，配付資料，掲示板など) ，ソフトウ
エアなどがある．これまでにこれらを利用し
て，授業実践しているので，メディアの利用
方法はある程度わかっている．しかし，詳し
い利用方法や学習効果については，まだよく
知られていない．そこで，これまでの実践お
よび今後の実践を通して，それを明確にする．
また，他大学の事例を調べる．これらを合わ
せて，各メディアの効果を明確にする．  
学習の種類として，集合学習，個別学習，
グループ学習などがあり，授業の形式として，
講義，演習，実技実験が考えられる．それぞ
れの授業の中で，①学習内容の型，②情報共
有の考え方，③学習者の特性，④必要な人材，
⑤所要期間，⑥学習コンテンツの適切さ，⑦
利用可能な技術，などについて検討して，い
つ，どのメディアを，どのように使えば，ど
んな効果があるかを研究する． 

 
(2)ブレンド型授業の評価方法の研究 (成瀬
喜則，宮地功) 
 調査用紙として，これまでに用語認知度調
査，イメージ形成調査，力に関係した意識調
査，ソフトウェア機能利用可能度調査，自己
評価用紙，他者評価用紙，などを作成して，
利用してきた．ブレンド型授業を分析するた
めに，評価するものとして，ワークシート，
小テスト，報告書，作品，相互評価表，観察，
などを用いて，いつ，どのように評価するか
を検討する． 
それぞれの目的に合う評価対象を検討し，
それをどの調査用紙，テストによって，どの
ように評価するのか，その調査方法は紙への
記入，ファイルへの入力，Web 入力のいずれ
が最適であるかを示すことができるように
研究する．最終的には，授業展開の流れの該
当する部分に，評価する用紙，評価方法，調
査方法を示すことができるようにする． 
 
(3)ブレンド型授業の設計と実践 (宮地功，
吉田幸二，成瀬喜則) 
研究代表者は，講義形式の授業において，
講義，講義整理ノート，e ラーニング，小テ
スト，物作り(用語解説，報告書)を用いて，
その評価活動を相互に関連づけて，ブレンデ
ィッド授業を展開している．演習形式では，
演習用紙を配付して，演習して，e ラーニン
グで講義スライドや演習問題の解答を学習
させ，完全習得を目指して，ブレンディッド
授業を展開している．実技形式では，実験書
や作品の見本を配付して，作品作りを行って，
その評価活動を相互に関連づけて，ブレンデ
ィッド授業を展開している．テレビ会議交流
を取り入れた授業として，卒業研究による研
究内容の説明し合い，調べ学習における合同
発表会などを試みた．これらのいずれの実践
も効果があることを報告した． 
授業に集合学習と個別学習を組み合わせ
て，多くのメディアで授業内容の理解が促進
される．作品や報告書の作成は問題解決力を
育て，作品の閲覧や相互評価によって学生間
の相互作用を誘因するメディアとして働き，
学生相互に教え合いが生じる．これらの活動
を通して，授業内容の理解を深め，幅広い問
題解決力を育成し，スキルを高める． 
このような効果のあるブレンド型授業を
いろいろな科目で設計して，理解度を向上さ
せ，知識の幅を広げ，知識量の増加を計り，
自己学習力や評価力が育成できるように実
践する．(2)で研究する評価方法を利用して，
実践前後に，知識の理解度，問題解決力の向
上の程度を測定し，効果を確認する．その結
果に基づいて，ブレンド型授業における「(1)
メディアの利用方法と効果」を明確にする． 
 
(4)ブレンド型授業の調査と分析 (宮地功，
成瀬喜則) 
ブレンド型授業については国内でもいく



つか研究され，報告されている．研究代表者
はブレンディッドラーニングの解説書とし
て編集し出版した書籍の中に，事例を多数収
録した．更に，授業内容に合わせて，講義，
e ラーニング，およびメディアをどのように
ブレンディングして利用すれば，効果が上が
るかを国内外の機関における事例について
調査研究する．その調査結果を分析して，
「(3)ブレンド型授業の設計と実践」による
効果測定と「(1)メディアの利用方法と効果」
とを合わせて，学習効果を明確にし，テーマ
「(2)の評価方法」を明らかにする． 
 
(5)ブレンド型授業の最適設計書作成支援シ
ステムの改良(宮地功，吉田幸二) 
 プロトタイプのシステムには，アカウント
管理機能，メディア選択機能，授業計画作成
機能，授業展開作成機能，調査用紙作成機能
(意識調査用紙作成，評価シート作成，認知
度調査用紙作成)，サンプルの閲覧機能，作
成したファイルのダウンロード機能の７つ
の機能を持たせている．これらの機能を実現
するために，データベース(DB)として，配布
資料 DB，設問 DB，授業形態 DB，メディア DB，
サンプル DB，利用者 DB を用意している．授
業を 14 種の授業の型に分類し，それを更に
22 種の授業形態に分類している．メディアを
必須メディア，推奨メディア，望ましいメデ
ィアの 3種類に分けている．授業形態ごとに
これらの3種類のメディアをそれぞれ登録し
てある．19 種類のメディアがメディア DB に
登録されている． 
 プロトタイプのシステムの実行の流れは，
次の通りである．いくつかの質問に答えると，
授業の型が決まり，それに属する授業形態を
提示して，その中から１つを決める．その授
業形態に利用されるメディアが提示され，そ
の中から利用するメディアを選ぶ．選択した
メディアを列にした 15 回分の授業計画が提
示され，それぞれのメディアの既定の利用方
法が提示される．その利用方法と設計例を参
考にして，15回分の授業計画を設計する．そ
れに基づいて，1 回の詳細な授業展開を設計
する． 
 このプロトタイプのシステムは，授業形態
の個数がまだ不十分であり，提示するメディ
ア候補を充分に列挙できていないので，メデ
ィアを追加して，最適なメディアを提示でき
るようにする．また，授業計画や授業展開例
もまだ不十分であるので，国内外の事例を収
集して，授業形態ごとに授業計画や授業展開
例を掲載できるようにする． 
 
４．研究成果 
  プロトタイプのシステムを改善して，授業
の型を 17 個に増加させた．授業形態の数が
不十分であったので，35 個に増加させた．提
示するメディアも22個に増加させた．また，
授業計画や授業展開例もまだ不十分であっ
たので，国内外の事例を収集して，授業形態

ごとに授業計画や授業展開例を増加させた． 
演習型の授業として，クリッカーを利用し
て授業への参加意識を高めるブレンド型授
業を設計開発して，実践した．演習型授業で，
10 分程度で解答できる問題を解かせて，クリ
ッカーを利用して解答させると，即座に正誤
を知ることができるというメリットがある．
また，その後の解く過程を覚えているときに，
その解説をすることによって，間違った個所
の理解を深めることができた．これについて，
国際会議 LICE2013 で発表し，それを拡張し
て Literacy Information and Computer 
Education Journal (2014)に掲載された． 
  また,プログラミングをブレンド型授業で
実践して，その効果を測定した．その結果，
一般の力は余り向上していないが,プログラ
ミングに関係した能力はかなり向上してい
ることが判明した．これについて,国際会議
CICE2014 で 発 表 し , そ れ を 拡 張 し て
International Journal Cross-Disciplinary 
Subjects in Education (2014)に掲載された． 
  演習型の授業として，オペレーションズリ
サーチについて，毎回演習用紙を配付して，
その問題を正解するまで解いて再提出を繰
り返す演習中心のブレンド型授業を設計し
実践した．「問題を解くことと報告書作成に
関する活動」は「情報をまとめ，表現する力
に関する意識」を高めることに役に立つこと
がわかった．これについて，国際会議
LICE2014 で発表し，International Journal 
of Technology and Inclusive Education 
(2015) に掲載された．更に，他の教育情報
を多変量解析してまとめた結果が GSTF 
Journal on Education (2015) に掲載された． 
  実験型の授業として，商品紹介スライドの
作成についての効果も測定し，国際会議
eLEOT2015 で報告した．ストーリーテリング
の作成についての効果も測定し，American 
Journal of Education Research (2016)に掲
載された． 
  ブレンディッドラーニングとして，講義型，
演習型，実験型の授業を設計し，授業展開し
て，多数報告した．これまでに設計し実践し
たブレンド型授業についてメディアの種類，
意識の向上の程度，メディアの利用時間を用
いて主成分分析して得られた得点を用いて，
分析した結果，対象の 10 科目の授業が講義
型，演習型，実験型に分類でき，それぞれに
特徴のあるメディアがあることを報告した
(American Journal of Education Research, 
2015)． 
日本科学教育学会研究会において「教育シ
ステムの最適化に向けて」と題して特別講演
を行い，その中でこれまでに設計し実践した
ブレンド型授業についてメディアの種類，意
識の向上の程度，メディア利用時間を用いて
主成分分析して得られた得点を用いて，判別
分析した結果について報告した． 
これらの授業の設計と実践を通して，メデ
ィアの詳しい利用方法と効果の明確化，評価



方法の研究，学習効果の調査と分析して，研
究課題を進展させた．今後更に研究を進めて，
ブレンド型授業の効果的な実践方法につい
て報告し，ブレンド型授業を適切に展開でき
るように普及を計る． 
また，大学の授業向けに開発したブレンド
型授業の設計支援システムを基にして，中等
教育用の「ブレンド型授業の最適設計書作成
支援システム」を開発中である． 
本研究課題に関する研究期間3年間での成
果は，査読付き学術論文 9編，査読付き国際
会議 19 編，専門研究会発表 13 件，学会発表
14 件で，極めて成果があった． 
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